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凡　　　例

第
　
　
四
　
　
紀

土 質 お よ び 岩 質記 号地 層 名年 代

沖
積
世
・
洪
積
世

鮮
新
世

中
新
世

第
　
　
三
　
　
紀 椎谷層砂岩層

安 山 岩

西山層泥岩層

低位段丘堆積層

砂 丘 堆 積 層

崖 錐 堆 積 層

沖 積 層

中位段丘堆積層

高位段丘堆積層

Al

Dt

Sd

TL

Tm

Th

Nsm

Nvb

Hia

Sis

Nad

平坦な谷部、平地に堆積。
粘性土砂質土から成り含水多く軟。

山地斜面緩傾斜の谷部に堆積。
角礫混りの粘性土を主とし軟らかい。

海岸砂浜も含む。砂粒子から成り良
く締まっている所もある。

主として粘性土から成り火山岩堆積

岩の円～亜円礫を点在する。

堆積物の下層では中～大礫が多いと

みられる。

暗灰色の塊状無層理泥岩軟質。

安山岩は
角礫混りの粘性土を主とし軟らかい。

砂岩泥岩細礫混り砂岩などの互層か
ら成る。軟岩。

中粒砂岩を主とし、細礫混り砂岩泥
岩などを挟む。軟岩。

柱状節理の発達した輝石安山岩。
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風化度強く細かな

亀裂が多い。

角礫凝灰岩は比較的堅硬な部分もあ

るが、亀裂がありもろい部分も多い。

泥岩は総体的に亀裂が発達し、細かく

割れやすい。

亀裂に沿って湧水が予想される。

比較的塊状となるがそ

れでも所々亀裂が発達

し、細かく割れ易い。

全体に硬質とみられ、火山角礫岩の性質から

みて細かな亀裂は少ないが、含有する安山岩

礫はかなり多く、礫径も30～50cm程に達する

ものもあると推定される。

安山岩貫入岩は堅硬であり節理が発達し

ており、その間隔は30～50cmである。

湧水は角礫岩よりは多いものと推定され

る。

推定され

性が大で

び破砕帯

基岩の状
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底 設 導 坑 先 進 （ 上 部 半 断 面 ） 掘 削 方 式

推定される破砕帯に沿って帯水している可能

性が大である。水量も相当量推定される事及

び破砕帯の連続性について不明であるので、

基岩の状況と湧水の確認を必要とする。

アーチ　T=0.45
アーチ　    T=0.60

インバート　T=0.50
アーチ　T=0.60

アーチ      T=0.60

インバート　T=0.50
アーチ　T

地表部に湧水地及び湿地帯があり、地すべり地

形と考えらえるが、断層の延長である可能性も

考えられる。この場合にはこれに沿って帯水し

ている可能性が大であり水量も推定されるの

で、基岩状況と湧水の確認が必要である。

破砕帯に沿って帯水してい

る可能性があるが量的には

不明であり、基岩状況と湧

水の確認を必要とする。
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削
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法

側壁導坑先進

(上部半断面)

掘削方式

地表部に湧水地及び湿地帯があり、地すべり地

形と考えらえるが、断層の延長である可能性も

考えられる。この場合にはこれに沿って帯水し

ている可能性が大であり水量も推定されるの

で、基岩状況と湧水の確認が必要である。

破砕帯に沿って帯水してい

る可能性があるが量的には

不明であり、基岩状況と湧

水の確認を必要とする。

風化が進み亀裂が多く軟

質となっているが、砂岩

の地山ではブロック状に

剥落しやすいと思われる。

凡　　　例

第
　
　
四
　
　
紀

土 質 お よ び 岩 質記 号地 層 名年 代

沖
積
世
・
洪
積
世

鮮
新
世

中
新
世

第
　
　
三
　
　
紀 椎谷層砂岩層

安 山 岩

西山層泥岩層

低位段丘堆積層

砂 丘 堆 積 層

崖 錐 堆 積 層

沖 積 層

中位段丘堆積層

高位段丘堆積層

Al

Dt

Sd

TL

Tm

Th

Nsm

Nvb

Hia

Sis

Nad

平坦な谷部、平地に堆積。
粘性土砂質土から成り含水多く軟。

山地斜面緩傾斜の谷部に堆積。
角礫混りの粘性土を主とし軟らかい。

海岸砂浜も含む。砂粒子から成り良
く締まっている所もある。

主として粘性土から成り火山岩堆積

岩の円～亜円礫を点在する。

堆積物の下層では中～大礫が多いと

みられる。

暗灰色の塊状無層理泥岩軟質。

安山岩の大小の　　　を凝灰質砂や火山
灰　　　　　　　　　　を挟む。

砂岩泥岩細礫混り砂岩などの互層か
ら成る。軟岩。

中粒砂岩を主とし、細礫混り砂岩泥
岩などを挟む。軟岩。

柱状節理の発達した輝石安山岩。
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― 図面番号 10/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（下り線）地質平面縦断図（３）

米山トンネル（下り線）

地質平面縦断図（３）



11/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 11/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（上り線）標準断面図（１）

米山トンネル（上り線）

標準断面図（１）

底設導坑先進（上部半断面）掘削方式

トンネル掘削ー Ⅲ 　　　　　　 　　　　　　　　　  　　

（長岡方面）



12/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 12/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（上り線）標準断面図（２）

米山トンネル（上り線）

標準断面図（２）

底設導坑先進（上部半断面）掘削方式

トンネル掘削ー Ⅳ 　　　　　　 　　　　　　　　　  　　　　　　　　 　　  　　　　　　　　1

（長岡方面）



13/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 13/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（上り線）標準断面図（３）

米山トンネル（上り線）

標準断面図（３）

底設導坑先進（上部半断面）掘削方式

トンネル掘削ー Ⅳ（インバート付）　　　　　　 　　　　　　　　　  　　　　　　　　 　　 　1 　　　　　　　　

（長岡方面）



14/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 14/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（上り線）標準断面図（４）

米山トンネル（上り線）

標準断面図（４）

底設導坑先進（上部半断面）下部半断面横坑掘削方式

トンネル掘削ー Ⅳ　　　　　　 　　　　　　　　　  　　　　　　　　 　　 　 　　　　　　　　1-2

（長岡方面）



15/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 15/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（上り線）標準断面図（５）

米山トンネル（上り線）

標準断面図（５）

底設導坑先進（上部半断面頂設導坑・リング掘）方式

トンネル掘削ー Ⅳ　　　　　　 　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 　　 　 　　　　　　　　1-3(IN)

（長岡方面）



16/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 16/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（上り線）標準断面図（６）

米山トンネル（上り線）

標準断面図（６）

側壁導坑先進（上部半断面）掘削方式

トンネル掘削ー Ⅳ　　　　　　 　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 　　 　 　　　　　　　2-2

（長岡方面）



17/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 17/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（上り線）標準断面図（７）

米山トンネル（上り線）

標準断面図（７）

開削　－　A　　　　　　 　　　　　　　　　  　　

（長岡方面）



18/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 18/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（上り線）標準断面図（８）

米山トンネル（上り線）

標準断面図（８）

底設導坑先進（上部半断面）掘削方式

トンネル掘削ー Ⅲ　　　　　　 　　　　　　　　　  　　

非常駐車帯断面図（長岡方面）



19/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 19/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（下り線）標準断面図（１）

米山トンネル（下り線）

標準断面図（１）

底設導坑先進（上部半断面）掘削方式

トンネル掘削ー Ⅲ 　　　　　　 　　　　　　　　　  　　

（上越方面）



20/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 20/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（下り線）標準断面図（２）

米山トンネル（下り線）

標準断面図（２）

底設導坑先進（上部半断面）掘削方式

トンネル掘削ー Ⅳ （インバート付）　　　　　　 　　　　　　　　　  　　　　1

（上越方面）



21/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 21/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（下り線）標準断面図（３）

米山トンネル（下り線）

標準断面図（３）

底設導坑先進（上部半断面）掘削方式

トンネル掘削ー Ⅳ　　　　　　 　　　　　　　　　  　　　　　　　　 　　 　 　　　　　　　　１

（上越方面）



22/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 22/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（下り線）標準断面図（４）

米山トンネル（下り線）

標準断面図（４）

底設導坑先進（上部半断面）下部半断面横坑掘削方式

トンネル掘削ー Ⅳ　　　　　　 　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 　　 　 　　　　　　　　1-2（in)

（上越方面）



23/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 23/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（下り線）標準断面図（５）

米山トンネル（下り線）

標準断面図（５）

側壁導坑先進（上部半断面）掘削方式

トンネル掘削ー Ⅳ　　　　　　 　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 　　 　 　　　　　　　2-2

（上越方面）



24/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 24/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（下り線）標準断面図（６）

米山トンネル（下り線）

標準断面図（６）

開削　－　A　　　　　　 　　　　　　　　　  　　

（長岡方面）



25/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 25/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（下り線）標準断面図（７）

米山トンネル（下り線）

標準断面図（７）

　　　　　　 　　　　　　　　　  　　

（上越方面）

底設導坑先進（上部半断面）掘削方式

トンネル掘削ー Ⅲ
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26/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 26/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

覆工の応力測定位置図（１）

覆工の天端沈下測定 S1～S3

覆工の脚部沈下測定 S4～S7

覆工の内空変位測定 C1～C5

地中変位測定（既設） E1～E3

補強ボルトの軸力測定 M1～M2

インバートコンクリート応力測定 T1～T5

覆工の応力測定 N1～N4

6

2

4

坑内観察調査(せめ部挙動含)

覆工の天端沈下測定

覆工の脚部沈下測定

覆工の内空変位測定

地中変位測定(既設)

覆工の応力測定

インバートコンクリート応力測定

地山試料試験 1

補強ボルトの軸力測定

インバート支保工応力測定

せめ部ひび割れ量測定

覆工の応力測定（側壁）

4

5

2

2

2

インバート支保工応力測定 H1～H2

覆工の応力測定(側壁) W1～W2

せめ部ひび割れ量測定 J1～J2

覆工応力測定（A)

覆工の天端沈下測定（A)

自動計測システム（TS)

覆工の内空変位測定（A)

測定値記録計（ロガー）

ひび割れ量測定

4

1

1

2

覆工応力測定（A) N1～N3

覆工の内空変位測定（A) S1～S5
覆工の天端沈下測定（A）

ひび割れ量測定 K1～K2

覆工の応力測定位置図（１）

計測工配置図(1区間)米山トンネル(下り線)S082～S092
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27/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 27/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

覆工の応力測定位置図（２）

覆工の応力測定位置図（２）

計測工配置図(1区間)米山トンネル(下り線)S104～S112

覆工の天端沈下測定 S1～S3

覆工の脚部沈下測定 S4～S7

覆工の内空変位測定 C1～C5

地中変位測定（既設） E1～E3

補強ボルトの軸力測定 M1～M2

インバートコンクリート応力測定 T1～T5

覆工の応力測定 N1～N4

覆工の天端沈下測定

覆工の脚部沈下測定

覆工の内空変位測定

地中変位測定(既設)

補強ボルトの軸力測定

覆工の応力測定

インバートコンクリート応力測定

地山試料試験

2 2

5

44 4

坑内観察調査(せめ部挙動含)

1

インバート支保工応力測定

せめ部ひび割れ量測定

覆工の応力測定（側壁） 2

2

2

5

覆工応力測定（A)

H1～H2

覆工の応力測定(側壁) W1～W2

せめ部ひび割れ量測定 J1～J2

1

測定値記録計（ロガー）

覆工の内空変位測定（A)

覆工の天端沈下測定（A)

ひび割れ量測定

自動計測システム（TS)

覆工応力測定（A) 3

2

1

インバート支保工応力測定

N1～N3

覆工の内空変位測定（A) S1～S5
覆工の天端沈下測定（A）

ひび割れ量測定 K1～K2
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28/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 28/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

覆工の応力測定位置図（３）

覆工の応力測定位置図（３）

計測工配置図(1区間)米山トンネル(下り線)S119～S127

覆工の天端沈下測定 S1～S3

覆工の脚部沈下測定 S4～S7

覆工の内空変位測定 C1～C5

地中変位測定（既設） E1～E3

補強ボルトの軸力測定 M1～M2

インバートコンクリート応力測定 T1～T5

覆工の応力測定 N1～N4

覆工の天端沈下測定

覆工の脚部沈下測定

覆工の内空変位測定

地中変位測定(既設)

補強ボルトの軸力測定

覆工の応力測定

インバートコンクリート応力測定

地山試料試験

2

5

4

6

4

坑内観察調査(せめ部挙動含)

1

インバート支保工応力測定 H1～H2

覆工の応力測定(側壁) W1～W2

せめ部ひび割れ量測定 J1～J2

インバート支保工応力測定

せめ部ひび割れ量測定

覆工の応力測定（側壁） 2

2

2

覆工応力測定（A)

測定値記録計（ロガー）

覆工の内空変位測定（A)

覆工の天端沈下測定（A)

ひび割れ量測定

自動計測システム（TS)

3

1

2

1

覆工応力測定（A) N1～N3

覆工の内空変位測定（A) S1～S5
覆工の天端沈下測定（A）

ひび割れ量測定 K1～K2



図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

29/35

29/35

米山トンネル（上り線）調査ボーリング参考図

米山トンネル（上り線）

調査ボーリング参考図

3500 3500

トンネル中心線道路中心線

1000 1000
調

査
ボ

ー
リ

ン
グ

（
深

度
1
5
m）



30/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 30/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

米山トンネル（上り線）支障物概略図

米山トンネル（上り線）

支障物概略図



20m間
隔
(16枚

)

標
識

車

追越

走行

路肩

テーパー部
300m

規
制
延
長
〇

〇
〇
工
事
を
し
て
い
ま
す

km

安全区間

安全区間

ラバーコーン間隔10m

60m程度

※6

※8

※6

※5

※4

※3

※2

※4

383.0kp

382.5kp

米山トンネル 鉢崎トンネル

380.9kp

非常駐車帯 非常駐車帯

※1

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

※5

作　業　箇　所

※1　標識板、矢印板のシート（生地）は高輝度又は超高輝度とする。

※2　300m先車線減少予告標識、50km/h規制標識、テーパー先端の矢印板に「警告灯」を設置する。

※3　回転灯及びロボットの位置は矢印板の14枚目に設置する。

※5　標識車の下流側に作業案内看板・規制延長看板を、規制の終点にお礼看板を設置する。

※6　作業箇所開始場所から60m程度区間を安全区間とし、ラバーコーンを10mピッチで設置する。

※7　規制延長が2km以上ある場合は、1km毎に「あと〇kmコーン」を設置する。

※8　作業区間近傍に交通監視員を配置する。

※9　規制区間の最後尾には、ラバーコーンを2個設置し、ここから80km/h規制標識を設置する。

※4　ラバーコーンの間隔は20mとする（通常区間）。

標識車標示

工事中

凡　　例

ここから 規制標識

矢印板

警告灯

回転灯

防護設備

交通監視員

〇
〇
工
事
を
し
て
い
ま
す

案内看板

ラバーコーン＠20m

凡　　例

覚醒マット

ロボット

100m

382.0kp ※7 381.0kp ※7

※9

200m300m200m200m 200m300m

ここから

300m先500m先1000m先

※1 ※2
※2

1500m先

※1

800m先1200m先

追い越し禁止

※1

380.8kp

ここから

31/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 31/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

車線規制Ⅱ×１×０（１）

車線規制Ⅱ×１×０（１）

米山トンネル（上り線）走行側



追越

走行

路肩

中分 安全区間

安全区間

ラバーコーン間隔10m

60m程度

※6

※6
標

識
車

規
制
延
長
〇

〇
〇
工
事
を
し
て
い
ま
す

km

20
m間

隔
(1
6枚

)

※3

※4

※5

※5

※4
鉢崎トンネル

383.0kp

382.5kp

米山トンネル

380.9kp

非常駐車帯 非常駐車帯

作　業　箇　所

※1　標識板、矢印板のシート（生地）は高輝度又は超高輝度とする。

※2　300m先車線減少予告標識、50km/h規制標識、テーパー先端の矢印板に「警告灯」を設置する。

※3　回転灯及びロボットの位置は矢印板の14枚目に設置する。

※5　標識車の下流側に作業案内看板・規制延長看板を、規制の終点にお礼看板を設置する。

※6　作業箇所開始場所から60m程度区間を安全区間とし、ラバーコーンを10mピッチで設置する。

※7　規制延長が2km以上ある場合は、1km毎に「あと〇kmコーン」を設置する。

※8　作業区間近傍に交通監視員を配置する。

※9　規制区間の最後尾には、ラバーコーンを2個設置し、ここから80km/h規制標識を設置する。

※4　ラバーコーンの間隔は20mとする（通常区間）。

標識車標示

工事中

凡　　例

ここから 規制標識

矢印板

警告灯

回転灯

防護設備

交通監視員

ロボット

〇
〇
工
事
を
し
て
い
ま
す

案内看板

ラバーコーン＠20m

凡　　例

覚醒マット

※2

テーパー部
300m

※8

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

382.0kp ※7 381.0kp ※7

ここから

300m先500m先1000m先

※2

1500m先 800m先1200m先

100m200m300m200m200m 200m300m

※1
※9

追い越し禁止

380.8kp

ここから

※2※1 ※1

32/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 32/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

車線規制Ⅱ×１×０（２）

車線規制Ⅱ×１×０（２）

米山トンネル（上り線）追越側



20m間
隔
(16枚

)

標
識

車

追越

走行

路肩

中分

規
制
延
長
〇

〇
〇
工
事
を
し
て
い
ま
す

km

安全区間

安全区間

ラバーコーン間隔10m

60m程度

※6

※6

※8

※4

※3

※2

380.0kp

379.6kp

作　業　箇　所

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

※5

米山トンネル382.7kp 382.5 鉢崎トンネル380.9 380.1kp380.4kp

※1　標識板、矢印板のシート（生地）は高輝度又は超高輝度とする。

※2　300m先車線減少予告標識、50km/h規制標識、テーパー先端の矢印板に「警告灯」を設置する。

※3　回転灯及びロボットの位置は矢印板の14枚目に設置する。

※5　標識車の下流側に作業案内看板・規制延長看板を、規制の終点にお礼看板を設置する。

※6　作業箇所開始場所から60m程度区間を安全区間とし、ラバーコーンを10mピッチで設置する。

※7　規制延長が2km以上ある場合は、1km毎に「あと〇kmコーン」を設置する。

※8　作業区間近傍に交通監視員を配置する。

※9　規制区間の最後尾には、ラバーコーンを2個設置し、ここから80km/h規制標識を設置する。

※4　ラバーコーンの間隔は20mとする（通常区間）。

標識車標示

工事中

凡　　例

ここから 規制標識

矢印板

警告灯

回転灯

防護設備

ラバーコーン＠20m

交通監視員

〇
〇
工
事
を
し
て
い
ま
す

案内看板

凡　　例

覚醒マット

ロボット

※1

※1

※5

※9
※1

※7

ここから

300m先 500m先 1000m先

※1※2
※2

1500m先

※1

800m先 1200m先

テーパー部
300m

100m 200m 300m 200m 200m200m 300m

ここから

追い越し禁止

※7381.6kp※7382.6kp ※7380.6kp

33/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 33/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

車線規制Ⅲ×１×０（１）

車線規制Ⅲ×１×０（１）

米山トンネル（下り線）走行側



追越

走行

路肩

中分

※6

標
識

車規
制
延
長
〇

〇
〇
工
事
を
し
て
い
ま
す

km

※2

20
m間

隔
(1
6枚

)

※3

※4

※5

380.0kp
379.6kp

※1　標識板、矢印板のシート（生地）は高輝度又は超高輝度とする。

※2　300m先車線減少予告標識、50km/h規制標識、テーパー先端の矢印板に「警告灯」を設置する。

※3　回転灯及びロボットの位置は矢印板の14枚目に設置する。

※5　標識車の下流側に作業案内看板・規制延長看板を、規制の終点にお礼看板を設置する。

※6　作業箇所開始場所から60m程度区間を安全区間とし、ラバーコーンを10mピッチで設置する。

※7　規制延長が2km以上ある場合は、1km毎に「あと〇kmコーン」を設置する。

※8　作業区間近傍に交通監視員を配置する。

※9　規制区間の最後尾には、ラバーコーンを2個設置し、ここから80km/h規制標識を設置する。

※4　ラバーコーンの間隔は20mとする（通常区間）。

標識車標示

工事中

凡　　例

ここから 規制標識

矢印板

警告灯

回転灯

防護設備

交通監視員

ロボット

〇
〇
工
事
を
し
て
い
ま
す

案内看板

ラバーコーン＠20m

凡　　例

覚醒マット

ここから

300m先 500m先 1000m先

※1※2
※2

1500m先

※1

800m先 1200m先

テーパー部
300m

100m 200m 300m 200m 200m200m 300m

※1

※8

作　業　箇　所

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

※5

米山トンネル

382.7kp 382.5

鉢崎トンネル

380.9 380.1kp380.4kp

※1

※9
※1

※7

ここから

追い越し禁止

380.6kp※7381.6kp※7382.6kp

安全区間

安全区間

ラバーコーン間隔10m

60m程度

※6

34/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 34/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

車線規制Ⅲ×１×０（２）

車線規制Ⅲ×１×０（２）

米山トンネル（下り線）追越側



20m間
隔
(16枚

)

標
識

車

追越

走行

路肩

テーパー部
300m

規
制
延
長
〇

〇
〇
工
事
を
し
て
い
ま
す

km

安全区間

安全区間

ラバーコーン間隔10m

60m程度

※6

※8

※6

※5

※4

※3

※2

※8

※4

383.0kp

382.5kp

米山トンネル 鉢崎トンネル

380.9kp

非常駐車帯 非常駐車帯

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

※5

ここから

作　業　箇　所

※1　標識板、矢印板のシート（生地）は高輝度又は超高輝度とする。

※2　300m先車線減少予告標識、50km/h規制標識、テーパー先端の矢印板に「警告灯」を設置する。

※3　回転灯及びロボットの位置は矢印板の14枚目に設置する。

※5　標識車の下流側に作業案内看板・規制延長看板を、規制の終点にお礼看板を設置する。

※6　作業箇所開始場所から60m程度区間を安全区間とし、ラバーコーンを10mピッチで設置する。

※7　規制延長が2km以上ある場合は、1km毎に「あと〇kmコーン」を設置する。

※8　作業区間近傍に交通監視員を配置する。

※9　規制区間の最後尾には、ラバーコーンを2個設置し、ここから80km/h規制標識を設置する。

※10 工事予告標識は昼夜連続規制時に設置する。

※4　ラバーコーンの間隔は20mとする。（通常区間）また、自発光式視線誘導標を40mピッチで設置する。

先
昼
夜

2
km

連
続
規
制
中

先
昼
夜

3
km

連
続
規
制
中

先
昼
夜

5
km

連
続
規
制
中

※10

標識車標示

工事中

凡　　例

ここから 規制標識

矢印板

警告灯

回転灯

防護設備

交通監視員

〇
〇
工
事
を
し
て
い
ま
す

案内看板

ラバーコーン＠20m
自発光式視線誘導標

凡　　例

覚醒マット

ロボット

382.0kp ※7 381.0kp※7

追い越し禁止

※1
※9
※1
※9

100m200m300m200m200m 200m300m

ここから

300m先500m先1000m先

※1 ※2
※2

1500m先

※1

800m先1200m先

380.8kp

凡　　例

クッションドラム

　　　　　　　＠40m

35/35

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

― 図面番号 35/35

―

―

東日本高速道路株式会社　新潟支社
事務所名

長　岡　管　理　事　務　所

北陸自動車道

米山トンネル(上り線)変状調査

昼夜連続車線規制A

昼夜連続車線規制A

米山トンネル（上り線）走行側


